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C群は今冬の間は積雪 1mをこえる標高 1,300m を
中心とする河原小屋週辺を遊動域としていた｡前年まで
は3月下旬頃から,1,000m～800mの横沿川下流を利用
していたが,今年は利用しなかった｡これは食べ物の年
による変化と思われる｡出産状態は,6月14日観察では
6匹出産予定のうち4匹は確認した｡A群出身の6才の
雄がC群にはいっているのを確認した｡
<研究の成果>
積雪期の遊動は.年によって少しづつ変化することが
わかった｡これは食べ物,特に,コシアプラの皿による
と思う｡今年.春になっても下流へ下らなかったのは.
ブナの花が咲かなかったためであろう｡近年出産率が古
いこ■とは人工的な餌を冬期食べるためかもしれない｡
パタスモンキーの体温の日周リズムと環境温
度
登倉 尋実 (奈良女子大･家政)
バクスモンキーは.サバンナから半砂決の荒地にすみ.
行動は敏捷で,大変速く走るという(河合ほか.1968)｡
これらの条件にどのような生理的メカニズムで適応して
いるのかという興味から次のような実験を試みた｡人工
12時間明暗交代下で①環境温18.5oC一定@環境弧28℃
一定③環境温35oC一定④12時間の明期に環境氾30oC
一定.12時間の暗期に環境温20oC一定の異なる四条件
下で.モンキーチェアー拘束下で田腸温を24時間巡航測
定した｡2政を佼用したが.うち1銃はチェアーに十分
唄れなかったため.1琉 (adult,8)から得られたデー
タについて述べろ｡
1)rangeofoscilation(最高値と琉低仏の韮)は環境
温 35oC,28oC,18.5oCでそれぞれ 0.71oC,1.00℃,
1.02oCであり.環境温35℃ のときもっとも小さな伯を
示した｡これはおそらく四肢末端部の血管が拡張し皮膚
が上昇し続けdryな放熱による調節の程度が小さくなっ
たためと思われる｡2)いづれの環境温においても6;00
に点燈とともに体温の急上昇の現象は観窮されなかっ
た｡環境温28oC,18.5oCにおいては,18:00消幻とと
もに体温は急激に下降したが.環境温35oCではその程
度は綬徐であった｡3)6:00点燈時に環現況は20℃ か
ら30oCに約60分で上昇した場合.18:00消燈時に窃墳
温を30oCから20℃ に約20分で下降した場合.体温は
2-3時間でそれぞれ 1.1oC上昇.1.OoC下降し安定し
た｡ また環境温を18.5℃ から35oCに約3時間で上昇
した際.体温は約3時間で1･5℃ 上昇し安定した｡この
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